
様式第１号（第１条の ３関係）
（表面）

兒：１手当　父母指定者指定ｉｌ
提出 年Ｊ１日

（届 出先）大崎ｍＴＲ　　束　靖Ｗ、殿 令和
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日本国Ｆｌｉｌに住ｙＷを有しない又母等によって又母指定　 として指定を受ける方が記入してく ださ い。
（ふりかな）

ＪＥＳミ；　名

性別　男・ 女生年ｊｊ日　ツｋ

住所

－

Ｔ

電話

Ｊ１日

日本国ｌｊｉｌに住所を有 しない又・ほ等と ＭＩ居している児ＩＸについて、又母指定者として指定を受ける方が
記入して ください。

また、児童の兄姉等については、肖該又母指定を受ける方が監護に相ＭＩする日常生活上の世話Ｘび
必　 な保護兼びに その生攷　 の　 ｀　 タｙの　 一を ‾つ てい る　 Ａに記入 して くだ さい。

氏又母指定者　　　　　　　又ｌｌｌｔきとの　　　　　　　一　　　　又ｊｌ指 定者と名　　　との １３１１ Ｓ　 生年 ｊ１ 日　 回Ｗ ・Ｓ ｇのｌ　　　住　　　所　　　　ＳＵ居してい る壻１由

児兄
童姉
の等

（注）

注）

氏 名
又４指定者
との 関係

平成
令和

平成
令ね

手政
令和

生年 ｊ１日

平成

令れ１

同
　
　
同

リ
　
　
リ

Ｕ
が
　
　
　

Ｕ
刀

同　 ・・別

父４指定者との
同居 ・別居の別

同　 ・　別

住　　　所
又４ 指ｔ 者と
別居 して いる ｊｌ由

１８歳にｉｉする 日な後の最参Ｊの ３Ｊ≡１ ３１ 日をａａしたま２２ａにきする日な後の最祖Ｊの ３　７１ ３１ 日までの間にあるきをＥａして ください。
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上箟１に箟藏されている者を又ｊｌ指定者と して指定いたしますｏ

裏面の注意を よく 読んでか ら記入してく ださ い。
※印の顧は、 記入 しないで くだ さい。
字は、楷書（ かい しよ ）ではっ きり 書いてく ださ い。

り取 らず に市 ｍＴ村へ ご提 ａｉ くだお
ー－ －－ －－ －－ －－ －－ －・

住所

又ｊｌ指 定者 の氏名

児童 の氏名

児ま手肖　又４指定者指定ｉｌ受領証

児Ｌａ手当法第４ 条第 １項第２号に定めるズ４指定者として、 上記の者が指定されたことを証回します。
令和　　年　　 Ｊ≡１　　日

（日 本産黶規格Ａ列４ 番）



注意

（裏面）

１。　 この届は、日本国内に住所を有しない又ｊｌ等によって肖該又母等が生計を維持している児ｊｌの

児ｊｉｔ手肖 を・１台する 者と して指ｔ された力 （ａ下「又ｌｌ指定者」と いい ます。） が、 ・Ｊｉの ６Ｅ ｉタｉＪｌｋ

の市！Ｔ村に提出する ものです。

２．　 又４指定者は表面のＩ Ｘび２の各欄について２入して ください。

３．　 ｊｌｉｉの２ の「Ｒｉｔの又姉等」 の翻には １８ 歳に・する日以彼の最１１」の ３Ｊ１３１日をａ・した彼 ２２

歳に・する日 以後の最初の ３ｊ１３１日 までの回にあ る者 について、父４指定者が・謾に１日 肖す る日

常ｌｌＥｇ上の世話まびｍ皿並びにその生計費の ａｌ 当部夕の負担をｆｉつ てい る場合に 肖該者の

ｊＥＵ５ を２ａしてく ださ い。 Ｒ・ とｌ：ａのＭＭｉ等の人数の合計が ３人に満たないｊｌ合はこ の個はＭ

載不要です。

、４ ．　 表面の２ の「又Ｊｌｍ定者 と・居してい る珊ｌｌ」１ 」のＳは、ＲＳＸび１８歳にａする 日ａＳの最初の

３　Ｊ１　３１　日をＲ・ した■２２歳に・する 日ａ・のｊａ１１Ｊの ３Ｊ≡１ ３１ 日までの回にあるきが又４指定きと

・ｇ している場合に、 そのＪＩＩＥｈをＥ入 して ください。（例： ■ｊｌが学校の寮に居住しているため回

居で きな い）

５．　 表面の３ の各個については、父４指定者を指定した又ｊｌ等が記入して ください。

６．　 「９ １∃ＳＩ ｌｉ！年」１ 日」 の欄は、 ＥＳＩ夕ｌ，にｇａＥ している ■ｌｔの生ａを・」さ している又ｌｌ等又はその・

偶者が日本国ｌｊｌにＭＳＩする予定の年Ｊ１日 をそれぞれＥ入してく ださい。

７．　 表面の３ の下の下線部５）・は、又ｊｌ指定きを指定 した方が＝署名してく ださ い。 これによ り、 又ｊｌ

指定者を指定する こと とな りま す。
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Ｘ・　このＳは、又・ほ指定者に指定 された力が・・のＲ所加｜の市！ｆ村へａｌｍしてく ださ い。　　　　　　：
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

Ｅ・　父４指定者が■ｌｔと ば弧の市ＩＩ村にＵＥ所をｌｆする場合は、 又ｊｌ指定者のａＥ｝タｉ加｜の市町村にｊｌしてＲヨ
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

：　　ｉＺ手肖 の２定請求をする ＩＳ に、 ｌｉｔの住所加１の市肖村から ｌｆｉさ れる 「９１１１手肖　 父Ｊｌｍ定きｍ定ヨ
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

∃　　ｉｌ 受領証」 を添付してく ださ いｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

・　 日　　　に住所を有しない父　　が帰　した時は、速やかにノ　　 定　の住所地の市ＲＩ村及び児童
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

Ｅ　　のＲｉｇｉ地の市｜１１ｒ村へ串し出て ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　ヨ
：Ｉ ●・ Ｉ・ ●Ｉ ■● ＩＩ ●・ ・・ ■Ｉ ＳＳ ＩＳ ■■ Ｓ・ ・Ｓ ・・ ■・ ＩＩ ●Ｉ Ｉ■ ●・ ●Ｉ Ｉ● Ｉ● ●ｌ ■■ ・■ 韆Ｉ ＩＳ ・■ ■Ｓ ・・ Ｓ・ ・■ ■・ ｌ● ●Ｉ ●Ｉ Ｉ● ■・ ●● ＩＩ ●Ｉ ●● ・Ｉ ・■ ・■ ■・ ・Ｓ ・■ ■跏 ■・ ・Ｓ ・・ ＳＳ ＩＩ ＳＩ Ｉ● ●Ｉ Ｉ● ●ｌ ｌ韆 ・幽 ●● ＩＩｊ

１

２

必要があ ると きは、所要の変更又はＳａを加 える こと がで きる。
受給資格者に周知する こと によ り、 を意事項を省略するこ とができる。


